






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































07 / 17。最近、‘TEA’S TEA’は日本でも展開
されている。たとえば、「TEA’S TEA NEWYORK 































「SEVEN ＆ I PREMIUM 緑茶」があり、多くの
ナショナル・ブランドがコンビニエンス・スト
アで500ml 147円で販売されているのに対し、
98円で販売されている。
注23　梶原勝美、前掲書、p.12。
注24　なお、たとえば、「お～いお茶」を展開し
ている伊藤園がお茶の樹を植えて「お～いお
茶」のための茶畑をつくる「茶産地育成事業」
を2001年から宮崎県都城地区で始め、その後、
大分県などにも拡大しているが、ここでの生産
はあくまでも原料としての茶葉づくりであり、
お茶の生産者によるブランド化とは関係がない
ものである――http://www.itoen.co.jp/ochazukuri/
index.html（2011/10/28閲覧）。
注25　伊勢村護、藤森進編著、前掲書、pp.174-
195。
注26　http://www.yuuka.co.jp（2011/12/05閲覧）。
注27　「茶のしずく」のブランド企業、株式会社
悠香はブランド・クライシスに対する危機管理
が十分にできていなかったようである。結局、
製造物責任（PL）法に基づく損害賠償の提訴
が起こった―― http://headlines.yahoo.co.jp/hl?a= 
20111223-00000024-yom-soci（2011/12/23閲覧）。
同社の対応から、ガス湯沸かし器の「パロマ」
写真４　製販ブランド
写真３　タイ市場での緑茶のブランド
お茶のブランド・マーケティング
― 15 ―
※付記 ：本稿で使用した写真はすべて筆者が撮影したものである
と「ナショナル（パナソニック）」の事例に基
づく教訓を学んでいなかったことが推測される。
ブランド情報は企業だけではなく、消費者も創
造するものである。同社はブランドを守るため
に消費者からのクレイム（苦情）というマイナ
スの情報に接した時点で早急に新たな情報を共
創すべきであった。また、すでに2010年1月に
は小麦アレルギーによる健康被害の報告が国民
生活センターから消費者庁へあったが、官僚の
事なかれ主義のためか対処が遅れた――http://
headlines.yahoo.co.jp/hl?a （2011/12/10閲覧）。
注28　たとえば、中央アジアのキルギス共和国
には伝統的な飲料であるマクスムがある――梶
原勝美｢キルギスのブランド『ショロー』｣専
修商学論集第87号、2008年7月；梶原勝美、
前掲書、pp.87-94。
注29　なお、本稿では論じていないが、すでに
グローバル・ブランドとなっている紅茶のブラ
ンド「リプトン」、「トワイニング」―― 磯淵猛
『二人の紅茶王 リプトンとトワイニングと』筑
摩書房、2000年 ―― のブランド・マーケティ
ングについての事例研究に関心がわくが、それ
は今後の課題としたい。
